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六甲山の植林｜1902［明治35］年
Afforestation of Mt. Rokko
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グリーンコウベ作戦｜1971［昭和46］年
GREEN KOBE STRATEGY
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緑あふれるまち神戸



日本における都市公園等の維持管理費の推移

人口減少、

生産人口の減少

超高齢社会など

社会情勢に応じた対応

が求められている

ピークの

2/3
に 減 少
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450

0
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万円 / ha
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万円 / ha

出典｜日本インフラ体力診断 2023.6 公益財団法人土木学会
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緑を取り巻く現状



 唯一無二の都市空間

 自然がある屋外

 誰でも一人から、世代・属性問わず使用可能

 目的不要、使い方自由

 閉塞感はあるが、｢ある｣がある。

 担い手はいるが、新しい参加が少ない。

 来訪はあるが、関わりの連鎖はない

 日々公園の質を支える行為があるが、知られていない。
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公園の価値再考



❶ いきたいを創る｜公園谷間世代の解消
 主な関わり世代（～10代、70代～）以外の来訪を増やす

❷ ついでを創る｜”1人の頑張り”より”10人のついで”
 来てもらったついでに掃除をするなど、来訪を環境維持に繋ぐ。

❸ 営みの見える化｜新しい関わりへ
 既存・今後の活動を自然体のまま浮かび上がらせる。
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新たな関わりを生む３仕掛け



❶ いきたいを創る｜公園谷間世代の解消
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整備前

こうべ菜園プロジェクト｜都賀川公園

 概要

 公園内のあまり使われて

ない場所を中心に菜園を

設置

 76区画［6㎡］

 7,590円／月

 利用者属性

 40･50代が約70％

整備後



 使用例｜神楽公園

 17時迄 ｜小学生

 17時以降｜中学生

 他事業への波及

 神楽公園

→ 彩星高校による公園管理会

 つくしが丘公園

→ 設置協力者が公園の他事業

［オープンレンタルスペースリ

ニューアル］に参加

バスケットゴール倍増計画
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[ 公園谷間世代 ]



オープンレンタルスペース｜つくしが丘公園

 概要

 200㎡程度を柵で囲い､

自由に使える場所を設置

 手続きを全てオンライン化

 利用属性

 約80％がドックラン､約

10％が法人利用（健康教室）

 30･40代が約85％
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❷ ついでを創る｜”1人の頑張り”より”10人のついで”
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整備前

箒衆｜ついでにお掃除｜湊川公園

 概要

 子どもと来た保護者から､

｢来た時に掃除を手伝いた

い｣の声をもとに開始。

 いつでも誰でも手ぶらで

掃除に参加できる。

 帰属意識の醸成

 掃除用具入れづくり

 デザインの統一
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湊川公園

箒衆掃除用具入

担当｜小畔雅史

ものがたり工作所

天神町Stock&Store

新湊川公園

菜園用具入

担当｜上野天陽
合同会社廃屋

丸山まちづくり

磯上公園

公園管理課掃除用具入

担当｜丸山僚介
古材ストックヤードBIVOUARC（ビバーク）

緑縁蔵｜古材等扱う建築家との協働
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箒衆｜ついでにお掃除｜湊川公園

デザインの統一による行為の見える化

つけてみたくなるデザイン

掃除に夢中 近隣店舗の協力

40代が約30％
0 , 1 0 , 3 0 , 5 0 , 6 0 , 8 0代が約10％



箒衆｜ついでにお掃除｜湊川公園

 現況

 周辺小学校の協力

 登録者による現況報告

 今後

 自販機設置公園等を中心

に対象を拡大

 オンラインによるゲーム

性を導入した実証実験
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現状

箇所｜真野小学校区 7公園

期間｜2025/10/19～12/14

参加｜13名 [全校生徒15.4%]

掃除｜55回 [スタンプ数]

印巡衆｜まのっこうえんPJ｜スタンプラリー

 概要

 小学校と連携して、管理

会の定期清掃を手伝うと

スタンプが貰える取組。

 一定数集めた児童は表彰

＋グッズを贈呈



印巡衆｜まのっこうえんPJ｜スタンプラリー

 清掃活動への効果

 同日開催でのはしご掃除

 保護者の積極的参加

 受入れ側の意欲の醸成

 地域活動への波及効果

 自治会の子ども向け企画

の相談（保護者向け）
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樵衆｜藤原山公園

 新たな企業連携

 企業の製品ユーザー[ログ

ハウス所有者]との連携

 繁茂する樹木伐採[行政希

望]と木材活用希望[所有

者希望]のニーズの一致

 波及効果

 他企業の廃棄木材[梱包材

の活用]
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❸ 営みの見える化｜新しい関わりへ
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管理≒公園･緑に関わる全て
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行為を楽しく括り｢見える化｣



括るの

見える化
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参加できる

デザイン
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参加できる

デザイン
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❶ いきたいを創る｜新規層の緩やかな参加から軽いつながりへ

❷ ついでを創る ｜緩やかな善意の連鎖”1人の頑張り”より”10人のついで”

❸ 営みの見える化｜既存･新しい活動を自然体のまま浮かび上がらせる

❶～❸を状況にあわせ、効果的に組み合わせ、好循環をつくる。

＋誰でも来れて、健康・防災・居場所など使い方も様々。

▶▶▶地域・社会課題解決の拠点へ

新たな関わりを生む３仕掛け
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